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5
月
24
日
、
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、

社
民
党
、
自
由
党
、
無
所
属
の

会
の
5
野
党
1
会
派
が
、
東
京

・
有
楽
町
で
「
野
党
合
同
緊
急

大
街
宣
＃
い
い
加
減
に
し
ろ
0

5
2
4
」を
行
い
ま
し
た
。森
友

・
加
計
疑
惑
な
ど
の
真
相
究
明

に
背
を
む
け
る
「
安
倍
政
権
を

も
う
終
わ
り
に
し
よ
う
」
と
の

訴
え
に
、
仕
事
帰
り
の
人
々
が

足
を
止
め
、耳
を
傾
け
ま
し
た
。

「
立
憲
野
党
と
し
て
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
ま
す
。

力
を
あ
わ
せ
て
安
倍
政
権
を
倒

す
」
（
国
民
民
主
党
・
泉
健
太

国
対
委
員
長
）
、
「
安
倍
政
権

は
ま
だ
隠
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
野
党
の
思
い
は
ひ
と
つ
」

（
社
民
党
・
吉
川
元
幹
事
長
）、

「
国
民
は
安
倍
政
治
の
ウ
ソ
を

見
逃
さ
な
い
。
野
党
が
正
義
を

貫
く
力
に
な
る
」
（
自
由
党
・

玉
城
デ
ニ
ー
幹
事
長
）
、
「
平

気
で
ウ
ソ
を
つ
き
、
強
行
採
決

を
行
う
安
倍
首
相
が
膿
そ
の
も

の
だ
」
（
無
所
属
の
会
・
大
串

博
志
幹
事
長
）、「
自
民
党
は
、

野
党
は
モ
リ
カ
ケ
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
考

え
る
べ
き
と
言
う
が
、
自
民
党

だ
け
に
は
言
わ
れ
た
く
な
い
。

モ
リ
カ
ケ
ひ
と
つ
解
決
で
き
な

い
党
が
、
大
き
な
こ
と
を
解
決

で
き
る
わ
け
が
な
い
。野
党
は
、

疑
惑
に
対
し
て
は
徹
底
究
明
、

法
案
に
対
し
て
は
徹
底
審
議
を

つ
ら
ぬ
く
」
（
日
本
共
産
党
・

小
池
晃
書
記
局
長
）
「
大
岡
越

前
や
水
戸
黄
門
を
み
て
も
わ
か

る
が
、
悪
さ
を
し
て
も
証
拠
が

出
た
ら
、
『
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
』
で
し
た
と
認
め
る
。
モ

リ
・
カ
ケ
は
小
さ
な
問
題
で
は

な
い
。
こ
の
国
の
根
幹
を
揺
る

が
す
大
問
題
だ
。
力
合
わ
せ
て

が
ん
ば
り
た
い
」
（
立
憲
民
主

党
・
福
山
哲
郎
幹
事
長
）
と
、

5
野
党
1
会
派
の
幹
事
長
書
記

局
長
ら
が
訴
え
ま
し
た
。

森
友
・
加
計
疑
惑
の
徹
底
追

及
と
安
倍
内
閣
の
総
辞
職
を
求

め
て
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
は
5
月
24
日
夜
、
衆
議
院

第
2
議
員
会
館
前
を
中
心
に
抗

議
行
動
を
行
い
、参
加
者
は「
安

倍
政
権
を
必
ず
倒
そ
う
」
「
み

ん
な
の
力
で
政
治
を
変
え
よ

う
」
「
命
を
壊
す
法
律
い
ら
な

い
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。

労
働
時
間
デ
ー
タ
ね
つ
造
、
森
友
問
題
で
の
公
文
書
改
ざ
ん
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設

へ
の
政
権
の
関
与
、
自
衛
隊
の
「
日
報
」
隠
し
―
真
相
を
追
求
す
る
国
民
世
論
と
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
不
誠
実
な
答
弁
と
過
労
死
促
進
の
「
働
き
方
改
革
」
法
案
な
ど
悪
法
、
改
憲
推
進
。
安

倍
暴
走
政
権
に
対
す
る
怒
り
と
総
辞
職
を
求
め
る
世
論
が
高
ま
り
、
市
民
と
野
党
の
共
同
の
た

た
か
い
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
半
島
の
平
和
、
歴
史
的
な
米
朝
会
談
へ
向
か
っ
て
の
動
き
も
加
速
し
て
い
ま
す
。

激
動
の
情
勢
の
中
で
、
都
議
会
第
2
回
定
例
会
（
6
月
12
日
〜
27
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

い
ま
、
貧
困
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
す
る
も
と
で
、
憲
法
、
社
会
保
障
制
度
改
悪
な
ど
の
悪

政
か
ら
都
民
を
守
り
、
切
実
な
く
ら
し
、
い
の
ち
、
生
業
を
守
る
施
策
を
求
め
る
叫
び
に
応
え

る
都
政
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

都議会開会日「都庁前行動」
＝18．6．12、都庁前

秋
の
品
川
区
長
選
挙
（
9
月

23
日
告
示
、
30
投
票
）
に
む
け

て
、
5
月
25
日
、
区
内
で
7
政

党
と
市
民
の
討
論
集
会
「
『
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
み
ん
な
の

品
川
』
品
川
区
長
選
を
考
え
る

政
党
懇
談
会
」
が
、
荏
原
第
五

地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

集
会
に
は
、
日
本
共
産
党
、
民

進
党
（
当
日
は
欠
席
）
、
生
活

者
ネ
ッ
ト
、
社
民
党
、
新
社
会

党
、
立
憲
民
主
党
、
自
由
党
の

7
党
と
区
民
、
団
体
な
ど
97
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
「
あ
た
た
か
い

品
川
区
政
を
つ
く
る
み
ん
な
の

会
」
（
区
内
の
新
婦
人
、
生
活

と
健
康
を
守
る
会
、
民
商
、
民

医
連
、
区
職
労
、
教
組
、
年
金

者
組
合
、
平
和
委
員
会
な
ど
18

団
体
が
加
入
）
と
日
本
共
産
党

品
川
地
区
委
員
会
が
、
国
政
野

党
の
共
闘
の
前
進
を
ふ
ま
え
秋

の
品
川
区
長
選
協
に
向
け
た
懇

談
を
各
党
に
よ
び
か
け
、
3
月

か
ら
懇
談
会
を
開
始
、
こ
れ
ま

で
に
6
回
の
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
主
催
者
よ
り
、
■

こ
れ
ま
で
の
経
過
、
■
共
通
政

策
（
案
）
、
■
「
市
民
党
政
党

の
共
同
組
織
」
の
結
成
の
呼
び

か
け
、
■
共
通
政
策
（
案
）
を

託
せ
る
区
長
候
補
の
推
薦
運

動
、の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
同
組
織
の
名
称
（
案
）
：

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
『
み
ん

な
の
品
川
』
（
略
称
『
み
ん
な

の
品
川
』
）

組
織
の
構
成
：
共
通
政
策
と

こ
れ
を
実
現
す
る
区
長
候
補
の

擁
立
に
賛
同
す
る
政
党
、団
体
、

個
人
で
構
成
す
る
。

発
足
準
備
会
の
開
催
を
6
月

15
日
（
金
）
午
後
6
時
30
分
か

ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

七
党
の
手
つ
な
ぎ

が
嬉
し
い

会
場
か
ら
の
発
言
で
、
政
策

に
つ
い
て
は
、
「
羽
田
新
ル
ー

ト
の
撤
回
を
し
て
ほ
し
い
」
、

「
公
契
約
条
例
の
実
現
を
望
む
」

「
認
可
保
育
園
建
設
と
働
く
職

員
の
権
利
や
子
ど
も
の
育
つ
権

利
の
保
障
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
「
知
的
障
が
い
者
施
設
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」
「
特
定
整

備
路
線
の
中
止
を
求
め
る
」
な

ど
15
人
の
方
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

又
、
集
会
参
加
者
か
ら
は
、

「
今
日
は
う
れ
し
い
、
7
政

党
ご
苦
労
様
と
言
い
た
い
」「
7

政
党
の
共
同
、
こ
れ
な
ら
区
長

選
は
勝
て
る
と
思
っ
た
」
「
政

策
の
3
つ
の
柱
が
わ
か
り
や
す

い
」
と
区
長
選
へ
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

《
共
通
政
策
（
案
）
》

〜
区
民
に
や
さ
し
い
品
川
区
政

を
め
ざ
す
3
つ
の
柱
〜

1
．
ま
ち
づ
く
り
は
み
ん
な
の

合
意
で
！
福
祉
・
教
育
・
環

境
優
先
の
品
川
区
に

2
．
品
川
の
空
を
飛
ば
さ
な
い

！
羽
田
新
ル
ー
ト
の
見
直
し

を
3
．
情
報
公
開
と
区
民
参
加
！

憲
法
と
地
方
自
治
が
生
き
る

品
川
区
に

〜
だ
れ
も
が
と
も
に
、
み
ん
な

で
つ
く
ろ
う
、
み
ん
な
の
品
川

〜
（
5
本
の
柱
）

1
．
だ
れ
も
が
安
心
し
て
く
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち

2
．
防
災
と
環
境
優
先
の
ま
ち

3
．
保
育
・
教
育
の
充
実
、
子

育
て
世
帯
応
援
の
ま
ち

4
．
中
小
企
業
の
営
業
を
守

り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ

く
ら
な
い
ま
ち

5
．
憲
法
は
区
政
の
土
台
、
人

権
尊
重
・
情
報
公
開
・
住
民

参
加
の
ま
ち

豊
洲
新
市
場
の
土
壌
汚
染
、

地
下
水
管
理
は
深
刻
な
状
態
が

続
き
、
業
者
、
専
門
家
、
市
民

か
ら
不
安
と
怒
り
の
声
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

都
が
10
月
に
移
転
を
公
表
す

る
な
か
で
、
5
月
19
日
、
「
専

門
家
と
市
民
に
よ
る
築
地
市
場

の
豊
洲
移
転
検
証
会
議
」
が
主

催
す
る
豊
洲
新
市
場
の
土
壌
・

地
下
水
汚
染
対
策
を
問
う
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
第
1
弾
と

し
て
掲
げ
た
テ
ー
マ
は
「
汚
染

物
封
じ
込
め
で
地
質
汚
染
は
大

丈
夫
か
？
」
。

寺
西
俊
一
・
一
橋
大
学
名
誉

教
授
が
自
ら
の
都
政
と
の
か
か

わ
り
に
も
ふ
れ
て
主
催
者
あ
い

さ
つ
。

石
井
徹
朝
日
新
聞
社
編
集
委

員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
地
質
汚
染
審
査

機
構
理
事
長
の
楡
井
久
理
事

長
、
水
谷
和
子
一
級
建
築
士
、

化
学
物
質
問
題
市
民
研
究
会
の

藤
原
寿
和
代
表
が
豊
洲
新
市
場

予
定
地
の
土
壌
・
地
下
水
・
地

下
空
気
の
汚
染
の
実
態
や
、
都

が
行
っ
た
「
追
加
対
策
」
の
問

題
点
、
有
害
物
質
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
報

告
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答

え
ま
し
た
。

楡
井
氏
は
、
「
盛
り
土
で
対

策
と
い
う
の
は
ご
ま
か
し
だ
」

「
豊
洲
新
市
場
の
地
質
汚
染
が

公
的
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
ら
、

日
本
列
島
の
各
地
で
『
豊
洲
新

市
場
汚
染
化
』
が
発
生
し
、
我

々
日
本
国
の
未
来
を
危
う
く
す

る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

報
告
者
か
ら
は
、
都
の
ウ
ソ

を
追
求
し
て
い
く
、
世
論
を
絶

や
さ
な
い
、
そ
の
た
め
に
立
止

っ
て
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

品川区長選を考える「7政党と市民の討論
集会」＝18．5．25、品川区内

小
池
知
事
が
記

者
会
見
で
「
な
い

で
す
、
以
上
！
」

と
不
機
嫌
に
話
題

を
打
ち
切
る
出
来

事
が
あ
っ
た
。
小

池
知
事
は
自
民
党

二
階
幹
事
長
と
複

数
回
面
会
を
し
て
い
る
が
、
記

者
か
ら
そ
れ
に
特
段
の
意
図
が

あ
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
た
時
の

こ
と
だ
。
会
見
場
を
覆
っ
て
い

た
の
は
一
部
報
道
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
「
都
知
事
選
の
日
程
後

倒
し
」
問
題
で
あ
る
▼
都
知
事

の
任
期
は
2
0
2
0
年
7
月
30

日
ま
で
。
小
池
知
事
は
7
月
24

日
か
ら
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
出
馬
会

見
で
は
こ
の
任
期
に
関
し
「
三

年
半
と
区
切
る
こ
と
で
混
乱
を

避
け
る
」
と
大
見
得
を
切
っ
て

い
た
▼
報
道
で
は
「
日
程
前
倒

し
」
も
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し

出
直
し
選
挙
で
再
選
さ
れ
た
場

合
、
任
期
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
な

い
。
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
る
の

が
特
例
法
で
任
期
を
満
了
せ
ず

に
選
挙
期
日
を
延
長
す
る
「
日

程
後
倒
し
」
で
あ
る
▼
馴
染
み

は
な
い
が
例
は
あ
る
。
阪
神
・

淡
路
や
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
被
災
地
で
の
選
挙
日
程
の
延

期
だ
。
大
義
は
被
災
者
の
選
挙

権
の
保
障
と
い
う
も
の
。
五
輪

都
知
事
の
称
号
が
欲
し
い
の
で

は
と
喧
伝
さ
れ
る
小
池
知
事
の

願
望
と
は
異
な
る
▼
時
の
権
力

者
に
寄
り
添
い
政
局
を
操
る
小

池
知
事
の
胸
中
は
伺
え
な
い
。

し
か
し
都
民
の
願
い
を
自
ら
の

政
治
的
野
望
に
従
属
さ
せ
る
小

池
知
事
に
は
怨
嗟
の
声
が
溢
れ

る
。
せ
め
て
出
馬
の
際
の
公
約

ぐ
ら
い
は
守
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
だ
。
（
駒
）

くらし、いのち、平和をまもる都政くらし、いのち、平和をまもる都政

豊
洲
新
市
場
予
定
地

都
の
汚
染
対
策
は
ご
ま
か
し

隠ぺい、改ざん、ねつ造の安倍暴走政権退陣！

―
専
門
家
と
市
民
に
よ
る
豊
洲
会
議

五
野
党
一
会
派
が
緊
急
大
街
頭
宣
伝

「
安
倍
政
権
も
う
終
わ
り
に
」

区
民
の
声
が
届
く
区
政

都民の切実な都民の切実な

「
み
ん
な
の
品
川
」結
成
へ

七
政
党
と
市
民
の
討
論
集
会
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い
ま
東
京
の
各
地
で
す
す
め

ら
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

文
字
ど
お
り
大
企
業
本
位
の
も

の
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
中
曽

根
内
閣
と
鈴
木
都
政
、
そ
し
て

財
界
と
が
ま
さ
に
三
位
一
体
と

な
っ
て
、
東
京
の
土
地
や
空
間

を
い
っ
そ
う
大
企
業
に
大
き
く

ゆ
だ
ね
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

都
政
黒
書
２

革
新
都
政
再
建

を
め
ざ
す
各
界
連
絡
会

国
と
財
界
の
全
面
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
誕
生
し
た
鈴
木
都

政
。そ
れ
ま
で
の
革
新
都
政
が
、

都
民
の
方
に
顔
を
向
け
て
仕
事

を
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
1

8
0
度
向
き
を
か
え
て
、
政
府

・
財
界
に
顔
を
向
け
て
、彼
ら
の

喜
ぶ
仕
事
を
進
ん
で
お
こ
な
う

都
政
転
換
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
税
金
を
湯
水
の

よ
う
に
つ
ぎ
込
ん
だ
大
規
模
開

発
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

し
て
、
鈴
木
都
政
第
1
期

だ
け
で
も
、
赤
坂
・
六
本
木
再

開
発
、
西
新
宿
6
丁
目
中
央
地

区
再
開
発
、
大
崎
駅
東
口
再
開

発
、
大
川
端
再
開
発
な
ど
が
都

市
計
画
決
定
さ
れ
、
次
々
と
建

設
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

鈴
木
都
政
誕
生
で
開
発
解
禁

こ
の
う
ち
、
知
事
就
任
直
後

（
1
9
7
9
年
）
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
「
赤
坂
ア
ー
ク
ヒ

ル
ズ
赤
坂
」
＝
六
本
木
再
開
発

は
、
森
ビ
ル
が
土
地
を
買
い
占

め
、開
発
を
し
か
け
た
も
の
で
、

地
上
37
階
、
高
さ
1
5
3
ｍ
の

事
務
所
棟
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

外
資
企
業
が
7
割
を
占
め
、
地

上
36
階
、
高
さ
1
3
3
ｍ
の
ホ

テ
ル
棟
に
は
全
日
空
ホ
テ
ル
が

入
居
。
そ
の
他
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
朝
日
の
ス
タ

ジ
オ
も
つ
く
ら
れ
る
巨
大
開
発

で
す
。

ま
た
、
開
発
地
の
4
割
が
東

京
都
の
所
有
地
で
あ
る
西
新
宿

6
丁
目
中
央
地
区
再
開
発
（
1

9
8
0
年
都
市
計
画
決
定
・
以

下
決
定
）
は
、
東
京
都
が
1
8

0
億
円
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
で

大
成
建
設
や
富
士
銀
行
な
ど
と

ダ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
開
発
を
す

す
め
た
も
の
で
、
1
2
3
ｍ
の

超
高
層
ビ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
ヒ

ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

「
副
都
心
整
備
の
先
導
的
計

画
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
大
崎

駅
東
口
再
開
発
（
1
9
8
2
年

決
定
）
で
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
や
第
1
勧
業
銀
行
の

子
会
社
を
は
じ
め
大
成
建
設
や

住
友
建
設
、戸
田
建
設
な
ど
が
、

既
存
の
中
小
企
業
が
追
い
出
し

て
、
建
設
用
地
の
9
割
を
買
い

占
め
ま
し
た
。

大
川
端
再
開
発
（
1
9
8
4

年
決
定
）
は
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
三
井
不
動
産
が
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
2
0
0
0
億

円
を
か
け
て
開
発
す
る
も
の
で

す
が
、
こ
の
開
発
に
東
京
都
は

橋
梁
や
堤
防
な
ど
イ
ン
フ
ラ
工

事
に
4
7
2
億
円
も
つ
ぎ
込
ん

で
い
ま
す
。

中
曽
根
民
活
で
加
速

ま
た
、
こ
う
し
た
開
発
路
線

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
の
が
、

鈴
木
都
政
に
遅
れ
る
こ
と
4
年

で
政
権
を
に
ぎ
っ
た
中
曽
根
康

弘
内
閣
で
、
同
政
権
が
策
定
し

た
「
民
間
事
業
者
の
能
力
活
用

に
よ
る
特
定
設
備
基
盤
促
進
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
」
（
民
活

法
）で
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、

開
発
者
は
指
定
業
種
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
国
か
ら
の
補

助
金
を
は
じ
め
無
利
子
融
資
、

固
定
資
産
の
特
別
償
却
の
優
遇

措
置
な
ど
の
特
権
的
な
措
置
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま

た
、
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
で

は
民
営
委
託
の
推
進
、
土
地
信

託
制
の
導
入
、
第
三
セ
ク
タ
ー

に
よ
る
事
業
促
進
な
ど
の
「
地

方
民
活
」
が
打
ち
だ
さ
れ
、
地

方
自
治
体
が
開
発
競
争
に
狂
奔

す
る
と
い
う
異
常
な
事
態
が
生

み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

談
合
・
裏
金
献
金
の
横
行

そ
し
て
こ
れ
に
拍
車
を
か
け

た
の
が
、
日
米
貿
易
摩
擦
に
よ

っ
て
国
内
市
場
に
向
き
を
変
え

た
投
機
マ
ネ
ー
の
投
資
先
を
探

し
て
い
た
金
融
機
関
に
よ
る

�
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
�
と
い
わ
れ

た
融
資
攻
勢
で
し
た
。

こ
う
し
て
東
京
で
は
汐
留
、

恵
比
寿
、
錦
糸
町
北
口
な
ど
の

再
開
発
や
立
川
・
八
王
子
の
業

務
核
都
市
、
さ
ら
に
は
圏
央
連

道
、
外
環
道
、
首
都
高
中
央
環

状
線
な
ど
の
高
速
道
路
、
地
下

鉄
12
号
線
（
大
江
戸
線
）
な
ど

の
巨
大
公
共
事
業
に
都
民
の
税

金
が
湯
水
の
よ
う
に
つ
ぎ
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
開
発
行
政
の
極
め
つ

き
が
8
兆
円
の
都
財
政
が
つ
ぎ

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
臨
海

副
都
心
開
発
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
事
業
に
群
が

っ
た
の
が
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
り
、

大
手
銀
行
で
あ
り
、
開
発
業
者

で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
受
注
を

め
ぐ
っ
て
、
談
合
や
裏
金
献
金

な
ど
、
東
都
政
時
代
を
想
起
さ

せ
る
利
権
政
治
が
横
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

い
ま
の
都
政
は
、
都
民
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
収
奪
を
し
な

が
ら
、
そ
う
や
っ
て
吸
い
上
げ

た
も
の
を
政
府
や
大
企
業
の
下

請
け
仕
事
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
そ
う
い
う
も
の
に
惜
し
気

も
な
く
注
ぎ
込
む
、
そ
う
い
う

い
わ
ば
「
一
大
利
権
会
社
」
に

化
し
て
い
る
。

不
破
哲
三
日
本
共
産
党

副
議
長
（
当
時
）

卯
月
は
じ
め

3
月
16
日
の
都
議
会
文
教
委

員
会
で
、
足
立
の
区
立
中
学
校

で
行
わ
れ
た
性
教
育
の
授
業
に

つ
い
て
、
自
民
党
の
古
賀
俊
昭

都
議
が
学
校
名
や
授
業
者
を
名

指
し
し
、
「
不
適
切
な
授
業
で

は
な
い
の
か
」
と
質
問
、
都
教

委
が
「
性
交
」
や
「
避
妊
」
な

ど
「
中
学
生
の
発
達
段
階
に
合

わ
な
い
」
授
業
で
、
「
課
題
が

あ
り
」
「
指
導
す
る
」
な
ど
と

答
弁
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
校
教
育
を
政
治

の
圧
力
で
ゆ
が
め
る
も
の
で
、

教
育
基
本
法
が
禁
止
す
る
「
不

当
な
支
配
」
そ
の
も
の
で
す
。

し
か
も
、
2
0
0
3
年
の
都
立

七
生
養
護
学
校
事
件
と
同
じ
手

法
で
す
。
議
会
質
問
を
し
た
都

議
と
一
体
と
な
っ
て
現
場
の
性

教
育
を
「
不
適
切
」
だ
と
介
入

し
、
教
員
を
大
量
処
分
し
た
こ

の
事
件
は
、
裁
判
で
、
都
議
の

「
不
当
な
支
配
」
と
都
教
委
の

教
職
員
を
守
ら
な
い
姿
勢
が
断

罪
さ
れ
、
学
校
の
実
践
が
学
習

指
導
要
領
に
違
反
し
て
い
な
い

こ
と
も
確
定
し
ま
し
た
。
し
か

し
都
教
委
は
敗
訴
し
て
も
謝
罪

等
は
一
切
無
く
、
何
よ
り
も
特

定
の
政
治
勢
力
の
意
向
を
忖
度

し
た
性
教
育
へ
の
指
導
姿
勢
は

事
件
当
時
の
ま
ま
引
き
継
が

れ
、
学
校
現
場
へ
の
圧
力
と
な

っ
て
続
い
て
い
た
の
で
し
た
。

足
立
区
の
性
教
育
は
、
子
ど

も
に
寄
り
添
っ
た
実
践
で
し

た
。
足
立
区
で
は
、
中
高
生
の

望
ま
な
い
妊
娠
や
人
工
妊
娠
中

絶
、
若
年
出
産
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
を
と
り
ま
く
困
難
も
多

く
、
先
生
た
ち
は
中
学
卒
業
前

に
最
低
限
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と

で
こ
れ
ら
を
防
げ
る
の
で
は
な

い
か
と
、
地
域
や
父
母
に
も
公

開
し
な
が
ら
、
何
年
も
積
み
重

ね
て
き
た
実
践
で
、
足
立
区
教

委
も
「
授
業
は
地
域
の
実
態
に

即
し
て
行
わ
れ
、
生
徒
と
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

2
月
、
前
川
喜
平
前
文
科
事

務
次
官
の
公
開
授
業
へ
の
文
科

省
の
介
入
が
「
不
当
な
支
配
」

と
し
て
社
会
問
題
に
な
り
、
3

月
に
足
立
の
問
題
が
起
こ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
す
ぐ
に
「
教

育
の
自
由
を
守
る
足
立
区
民
の

会
」
を
発
足
さ
せ
、
不
当
な
介

入
を
撤
回
す
る
よ
う
都
教
委
へ

要
請
、
区
民
集
会
の
開
催
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
デ
ィ

ア
の
注
目
も
集
め
、
都
教
委
の

「
指
導
」
へ
の
世
論
の
批
判
が

高
ま
り
ま
し
た
。

4
月
26
日
の
都
教
育
委
員
会

定
例
会
で
は
、
3
月
の
都
議
会

答
弁
で
問
題
視
し
た
、「
性
交
」

の
用
語
や
「
適
切
」
「
指
導
」

な
ど
の
言
葉
が
報
告
文
書
か
ら

消
え
、5
人
の
教
育
委
員
も「
足

立
区
の
中
学
校
を
否
定
す
べ
き

で
な
い
」
「
性
に
つ
い
て
の
正

確
な
情
報
が
子
ど
も
を
守
る
」

「
現
場
の
先
生
は
委
縮
せ
ず
に

や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
見
解

を
表
明
し
ま
し
た
。

「
不
当
な
支
配
」
と
「
忖
度

行
政
」
と
い
う
面
で
、
都
教
委

は
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ

け
で
、
こ
れ
は
世
論
と
運
動
の

大
き
な
成
果
で
す
。
し
か
し
石

原
都
政
か
ら
続
く
都
教
委
の

「
忖
度
行
政
」
姿
勢
は
依
然
と

し
て
東
京
の
教
育
に
と
っ
て
重

大
な
課
題
で
す
。
【
児
玉
洋
介

・
教
育
の
自
由
を
守
る
足
立
区

民
の
会
共
同
代
表
、東
京
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
】

米
空
軍
横
田
基
地
（
東
京
都

福
生
市
な
ど
5
市
1
町
）
へ
の

特
殊
作
戦
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
計
画
撤
回
を
求
め
て
「
「
オ

ス
プ
レ
イ
飛
ば
す
な
！
6
・
5

首
都
圏
行
動
」
を
戦
争
さ
せ
な

い
・
9
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
は
、
6
月
5

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開

き
、
3
1
0
0
人
の
参
加
者
は

キ
ャ
ン
ド
ル
を
掲
げ
な
が
ら

「
オ
ス
プ
レ
イ
飛
ば
す
な
」
と

声
を
あ
げ
ま
し
た
。

沖
縄
県
・
普
天
間
基
地
に
所

属
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落
や

不
時
着
な
ど
重
大
事
故
・
ト
ラ

ブ
ル
を
各
地
で
頻
発
さ
せ
、
住

民
・
市
民
の
不
安
を
広
げ
て
い

ま
す
。
首
都
東
京
に
あ
る
横
田

基
地
へ
の
配
備
が
、
都
民
を
は

じ
め
首
都
圏
に
住
む
人
た
ち
の

命
と
安
全
を
脅
か
す
の
は
明
ら

か
で
す
。
横
田
基
地
周
辺
の
住

民
は
も
と
よ
り
、
基
地
周
辺
の

す
べ
て
の
自
治
体
も
配
備
に
反

対
し
て
い
ま
す
。

不
当
な
介
入
撤
回
を

足立区の性教育問題と
都教委の忖度

足立区の性教育問題と
都教委の忖度

「
区
民
集
会
」

教育の自由を守る！足立区民のつどい
＝18．4．26、足立区内

オスプレイ飛ばすな！－首都圏行動―
＝18．6．5、日比谷野外音楽堂

命
と
安
全
脅
か
す

オ
ス
プ
レ
イ
飛
ば
す
な
！

―
首
都
圏
行
動
―

利権と鈴木都政
鈴木都政１６年④６


